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6.今後の展望
・どこまで一般的か

次元やスカラー場の数を変えたらどうなるか．
(繰り込まれた)質量が0でない場合にSSBするのか(相図・次数).

・標準模型とcoupleさせた模型について
スカラー場は実験的に検出できるのか.
Higgs portal scalar dark matterに対する実験的制限から
パラメータの範囲を絞る.

5.標準模型への組み込み
標準模型に組み込んで電弱スケールを説明できるか?

・電弱スケール での自発的対称性の破れを再現する
ためには ととればよい:

・𝜙,𝜓は何者か

 質量:                       ,

 𝜙とHiggsのmixing:
・質量行列の正定値性から

・mixing angle (右図)
𝑚𝜓がピークを外れていれば

mixing angleは小さい
⇒ 𝜙は未知のスカラー場?

𝜓はHiggs portal scalar DM?

例)                                         ⇒

4.Large N
・これまでの結果をLarge N極限で確かめる．

・ のもとでの有効ポテンシャルは厳密に計算できる:

・ は から決まる𝜙,𝜓の質量

・極値条件: から最小値を求める

⇒
が最小値点

⇒ 片方の𝑍2のみが自発的に破れる

3.くりこみ群方程式
カットオフとの関係を求める

・仮定(簡単のため)

⇒ ⇒

⇒

真空期待値はカットオフと非摂動的に関係!

2.有効ポテンシャル
・ を満たすくりこみスケール では

⇒最小値点は 任意
…treeポテンシャルでは𝜙の真空期待値が決まらない

・有効ポテンシャルは

⇒最小値点:

⇒ のうち片方だけ自発的に破れる!

1.Introduction
・近年の加速器実験の結果から，標準模型は最小限の修正を除いて

プランクスケールまで有効な理論である可能性が増してきた．
・電弱スケール は標準模型の唯一の質量次元を持つ

パラメータである．
・電弱スケールがプランクスケールからdynamicalに決まる可能性を

調べるために，カットオフから質量スケールが生成される最小限の
模型を調べたい．

⇒ 古典共形𝑍2 × 𝑍2不変実2スカラー模型

・Lagrangian(上記)について
古典共形 … 質量次元を持つパラメータを持たない

不変 …   :        と :        のもとで不変
多重臨界点原理からmotivateされる

0.概要

・電弱スケールの起源を探るために，古典共形𝑍2 × 𝑍2不変実2スカラー模型を調べた:

・この模型の真空は片方の𝑍2のみが自発的に破れ，真空期待値はカットオフと非摂動的に関係している:

・標準模型とHiggs portal的にcoupleさせることで，プランクスケールから電弱スケールをdynamicalに生成できる


